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－平成２４年３月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．707
平成2４年（201２）

３月１５日号

　「
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
」
が
改
修

工
事
を
終
え
、「
中
央
駅
前
地
域
交

流
館
」
と
し
て
4
月
1
日
蚊
か
ら
開

館
し
ま
す
。

　
2
号
館
1
階
に
は
、
中
央
駅
前
出

張
所
、
2
号
館
2
階
に
は
、
市
民
安

全
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
移
転
し
ま
す
（
各
施
設
の
配

置
は
左
図
を
参
照
）。

胸
所
在
地
…
1
号
館
（
中
央
南
一
丁

目
2
番
地
）、
2
号
館
（
中
央
南
一
丁

目
4
番
地
1
）。

ン
タ
ー
で
の
業
務
を
3
月
　
日
画
に

30

終
了
し
、
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
に

移
転
し
ま
す
。

胸
業
務
開
始
日
…
4
月
3
日
峨
か
ら
。

　
そ
の
ほ
か
、
電
話
番
号
や
業
務
内

容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
6
）。

怯
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
2
号
館
2
階
）

　
印
西
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
が
互
い
に
協
力
し
、
地
域

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
か
っ

※
交
流
館
の
業
務
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
。

■問 
中
央
駅
前
公
民
館
（
緯
碓46 
5
1
1

1
）。

怯
中
央
駅
前
出
張
所
（
2
号
館

1
階
）

胸
業
務
開
始
日
…
4
月
2
日
俄
か
ら
。

■問 
中
央
駅
前
出
張
所
（
緯
碓46 
1
0
1

1
）。

怯
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
2
号
館
2
階
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
事
務
所
）
は
、
現
在
の
保
健
福
祉
セ

て
主
体
的
・
自
主
的
に
取
り
組
む
営

利
を
目
的
と
し
な
い
、
開
か
れ
た
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
る
施
設
で
す
。

　
現
在
の
大
森
か
ら
中
央
駅
前
地
域

交
流
館
2
号
館
へ
の
移
転
に
伴
い
、

現
在
行
っ
て
い
る
情
報
提
供
、
活
動

室
・
印
刷
機
な
ど
の
貸
し
出
し
に
加

え
、
相
談
支
援
、
団
体
向
け
の
講
座

開
催
、
団
体
同
士
の
交
流
事
業
、
打

ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
展
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

胸
業
務
開
始
日
…
4
月
1
日
蚊
か
ら
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
）、
印
西
市
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 
4
5
0

0
、
胃
碓48 
4
5
1
0
）。

怯
市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
（
2
号

館
2
階
）

　
市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
防

犯
意
識
の
高
揚
お
よ
び
防
犯
活
動
の

推
進
を
図
る
た
め
次
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
施
設
で
す
。

①
市
内
に
お
い
て
防
犯
活
動
を
し
よ

う
と
す
る
団
体
ま
た
は
個
人
へ
の
活

動
拠
点
。

②
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
提
供

さ
れ
た
犯
罪
情
報
・
不
審
者
や
危
険

個
所
な
ど
地
域
の
安
全
に
関
す
る
情

報
の
発
信
。

③
防
犯
に
関
す
る
指
導
お
よ
び
相
談

な
ど
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
4
）、【
4
月
1
日
以

降
】
市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
（
緯
／
胃

碓45 
1
9
5
5
）。

※
各
施
設
の
開
館
時
間
な
ど
は
、
下

表
を
参
照
。

 4
月
1
日
「
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
」
が
開
館

 新
し
い
地
域
交
流
の
拠
点
が
完
成

　去る2月5日、地域防災の要
となる自主防災組織の役員の
みなさんを対象に「自主防災組
織の重要性」について認識を深
めることを目的とした研修会
を開催しました。
　当日は、阪神淡路大震災
を現場で体験され、防災ア
ドバイザーでもある生活
協同組合ちばコープの水
島重光氏をお招きし、災害
時における「自助」および
「共助」の重要性について
の講演と減災マップを作
成。地域の防災力向上の一
助とする手法を学んでい
ただきました。

　市では、今後も自主防災組織
の活性化と地域防災力の向上
に、努めていきたいと考えてい
ます。
■問 防災課防災班（緯内線451～
454）。

印西市自主防災組織研修印西市自主防災組織研修会会

自らの身を守る「自助」と
相互で助け合う「共助」を学んだ

▲減災マップ作りに真剣に取り組む
自主防災組織のみなさん

正面玄関

裏面玄関

正
面
玄
関

裏面玄関

1号館1階

1号館2階

2号館3階

2号館1階

2号館2階

葛いんザイ君

車両など出入口

駐車場
（約78台利用可能）

車
両
な
ど
出
入
口

胸中央駅前地域交流館の施設案内図胸

ファミリー
 サポートセンター

4月1日開館

　
市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
直
接
対
話
を
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
市
民

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」。
3
月
は
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■時 
①
3
月
　
日
臥
、
②
　
日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
後
3
時
～
5
時
。

24

25

■場 
①
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）、
②
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
（
笠
神
）。

■問 
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
（
緯
内
線
4
1
8
・
4
1
9
）。

市
民
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
開
催
し
ま

 市
民
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
開
催
し
ま
すす

胸中央駅前地域交流館 各施設の開館時間・休館日胸
休館日開館時間施設名

月曜日、祝日、年末年始および月曜が
祝日・休日に当たる日はその翌日、教
育委員会が休館を認めた日

火～日曜日・午前9時～午後5時
（水・土曜日は午後9時まで）

中央駅前地域交流館
1号館と2号館3階部分

土・日曜日、祝日、年末年始月～金曜日・午前8時30分～午後5時15分中央駅前出張所

日・月曜日、祝日、年末年始および月
曜が祝日・休日に当たる日はその翌日

移転にあわせ開所日を火～土曜日・
午前9時～午後5時に変更

ファミリーサポート
センター

月曜日、祝日、年末年始および月曜が
祝日・休日に当たる日はその翌日

火～日曜日・午前9時～午後5時
（水・土曜日は午後9時まで）市民活動支援センター

土・日曜日、祝日、年末年始月～金曜日・午前9時～午後5時市民安全センター



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

平成２４年（２０１２）３月１５日号（２）

６／９
（土）

倍
賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー
ト

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
開

24

30

演
（
開
場
は
1
時
）。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
人
形
劇
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
。

■対 
3
歳
～
小
学
生
く
ら
い
。

■定 
1
5
0
人
。

■申 
当
日
、
会
場
で
。

■問 
そ
う
ふ
け
図
書
館
（
緯
碓45 
2
5
6

6
）。

北
総
花
の
丘
公
園

怯
春
ま
つ
り

■時 
4
月
7
日
臥
、
8
日
蚊
・
午
前
　10

時
～
午
後
3
時
。

■内 
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
花
の
丘
コ
ン

サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
な
ど
。

怯
緑
の
教
室

「
カ
メ
ラ
入
門
編
～
花
を
撮
る
～
」

　
カ
メ
ラ
の
構
え
方
、
構
図
の
決
め

方
、
接
写
な
ど
の
方
法
を
学
ぶ
基
礎

講
座
で
す
。

　
ご
自
身
の
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
機
種
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

14

10

■定 
　
人
。

24
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）。

春
の
山
野
草
の
寄
せ
植
え
「
小
山
飾

り
」
　
春
の
山
野
草
を
使
っ
て
小
山
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
管
理
方
法
な
ど
も
学
び
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
菓
・
午
後
1
時
　
分
～

30

30

3
時
　
分
。

30

■定 
　
人
。

24
■費 
1
街
8
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）。

■申 
ど
ち
ら
も
、
開
催
日
の
1
カ
月
前

の
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
問
い
合
わ
せ
先
へ
（
先
着
順
）。

怯
展
示
会

「
揺
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
と
メ
ル
ヘ
ン
盆

景
」

胸
出
展
啻
西
尾
和
子
氏
。

■時 
4
月
　
日
臥
～
　
日
菓
・
午
前
9

14

30

時
～
午
後
5
時
。

「
春
の
山
野
草
展
」

保
健
セ
ン
タ
ー
の
非
常
勤
職
員

　
来
年
度
、
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
に

従
事
す
る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

胸
募
集
職
種
…
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
管
理
栄
養
士
。

■内 
左
表
参
照
。

※
勤
務
日
、
時
間
は
、
事
業
日
程
や

指
導
対
象
者
と
の
調
整
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

■対 
資
格
免
許
を
有
し
、　
歳
未
満
の

65

心
身
と
も
に
健
康
な
人
。

■定 
各
若
干
名
。

■申 
履
歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）、
資
格

免
許
の
写
し
を
健
康
増
進
課
（
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
持
参
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

胸
出
展
啻
久
志
博
信
氏
。

■時 
4
月
　
日
臥
～
　
日
菓
・
午
前
9

28

30

時
～
午
後
5
時
。

※
ど
ち
ら
も
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

会
社
創
立
　
周
年
記
念

40
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り

  「
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り
」
が
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
（
北
総
鉄
道
株
式
会
社

主
催
・
北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協

議
会
後
援
）。

　
本
年
は
創
立
　
周
年
を
記
念
し
、

40

例
年
以
上
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開

催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し

て
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

31

10

3
時
（
雨
天
決
行
）。

放
射
線
量
測
定
職
員

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
放

射
線
量
測
定
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
従
事
者
を
募
集
し
ま
す
。

■内 
雇
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　25

年
3
月
　
日
（
週
4
日
程
度
勤
務
）。

31

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）。

■対 
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
　
歳
未

65

満
の
失
業
者
（
要
運
転
免
許
）。

■定 
若
干
名
。

■申 
3
月
　
日
俄
ま
で
に
、
履
歴
書

26

（
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記
ま
で
持

参
（
郵
送
不
可
）。

【
面
接
】

■時 
3
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
　
分
～
。

27

30

■場 
市
役
所
附
属
棟
会
議
室
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯

内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。

文
化
ホ
ー
ル
の
臨
時
職
員

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
左
記
の
業
務

を
行
う
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■内 
会
場
案
内
、
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
な

ど
。
勤
務
日
は
、
公
演
当
日
、
臨
時

職
員
を
必
要
と
す
る
日
の
3
～
5
時

間
程
度
。
時
給
は
8
2
0
円
～
（
通

勤
手
当
有
り
）。

■対 
健
康
で
文
化
事
業
に
興
味
の
あ
る

公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
「
成
果
報
告
会
」

　
平
成
　
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

23

ン
ド
の
助
成
金
を
受
け
た
団
体
に
よ

る
、
事
業
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
印
西
市
を
住
み
よ

い
ま
ち
、
豊
か
な
地
域
社
会
に
す
る

た
め
に
活
動
し
た
団
体
が
、
1
年
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
当
日
は
、
助

成
団
体
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
見

学
で
き
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～
。

22

45

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
千
葉
銀
行
資
産
運
用
サ
ポ
ー
ト
部

公
益
信
託
担
当
（
緯
0
4
3
―
3
0

1
―
8
0
4
9
）。

そ
う
ふ
け
図
書
館

        お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
人
形
劇
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
楽

し
い
出
し
物
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

さ
い
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
4
月
7
日
臥
・
午

前
9
時
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
4
月

　
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

10話
受
け
付
け
開
始
。

　「
深
呼
吸
し
た
ら
思
い
出
し
た
…
。

あ
り
が
と
う
ふ
る
さ
と
、
あ
り
が
と

う
あ
な
た
。」　
倍
賞
千
恵
子
さ
ん

に
よ
る
、
心
温
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

■時 
6
月
9
日
臥
・
午
後
3
時
開
演

（
開
場
は
午
後
2
時
　
分
）。

30

■費 
4
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
の
み
1
人
4
枚
ま
で
）。

　
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の
際
は
、

文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化
ホ
ー

ル
の
み
で
す
。

講
座
・
催
し

募
集

パート英

胸保健センター非常勤職員業務内容、時給など胸
時給など主な業務内容資格

１,１８０円乳幼児健診・相談事業の
問診など保健師

１,１８０円乳児相談事業の問診など
助産師 委託料１件４,７２０円

（税込）新生児訪問事業

1,140円予防接種、幼児健診事業の
医師介助など看護師

１,０４０円～１,１１０円
※経験により考慮

特定保健指導、成人および
乳幼児健診事業の相談など管理栄養士

人
。
ま
た
、
土
・
日
・
祝
日
に
勤
務

可
能
な
人
。

■定 
　
人
程
度
（
登
録
者
数
）。

15
■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
張
り
付
け
た
も
の
）

を
3
月
　
日
臥
ま
で
に
文
化
ホ
ー
ル

31

ま
で
持
参
（
郵
送
不
可
）。

※
書
類
選
考
後
、
4
月
上
旬
に
面
接

を
行
い
決
定
し
ま
す
。

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

平
成
　
年
度
国
税
専
門
官

24

　
国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税
務

署
で
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
法
律
・
経
済
・
会
計
な
ど
の
専

門
知
識
を
駆
使
し
、
適
正
・
公
平
な

課
税
を
実
現
し
、
租
税
収
入
を
確
保

す
る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

■対 
①
昭
和
　
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

57

3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
。

②
ま
た
は
、
平
成
3
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の
。

茨
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

　
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

25見
込
み
の
人
。

芋
人
事
院
が
茨
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
。

胸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

毅
受
付
期
間
…
4
月
2
日
俄
・
午
前

9
時
～
4
月
　
日
牙
（
受
信
有
効
）。

12

毅
受
験
案
内
は
、
東
京
国
税
局
ま
た

は
最
寄
り
の
税
務
署
も
し
く
は
人
事

院
各
地
方
事
務
局
で
配
布
。
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.jin
ji.g
o
.jp
/saiy

o
/saiy

o
.

h
tm

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

胸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
（
受
験
申
込
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参
）

毅
受
付
期
間
啻
4
月
2
日
俄
と
3
日

峨
の
二
日
間
（
3
日
の
消
印
有
効
）。

　
申
請
用
紙
は
、
東
京
国
税
局
ま
た

は
最
寄
り
の
税
務
署
も
し
く
は
人
事

院
各
地
方
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

胸
試
験
日
…
次
の
と
お
り
。

第
1
次
試
験
…
6
月
　
日
蚊
。

10

第
2
次
試
験
…
7
月
　
日
峨
～
　
日

17

24

峨
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
時
。

■問 
成
田
税
務
署
総
務
課
（
緯
碓28 
5
1

5
1
・
内
線
3
1
2
、
3
1
3
）。

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
前
自

由
通
路
ほ
か
。

■内 
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
、
大
ビ

ン
ゴ
大
会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
青
空
市
、

沿
線
物
産
展
、　
周
年
記
念
写
真
展
、

40

鉄
道
模
型
運
転
会
、
駅
長
親
子
撮
影

会
、
プ
ラ
レ
ー
ル
、「
ミ
ニ
電
車
」
の

運
行
な
ど
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問 
北
総
鉄
道
㈱
企
画
室
（
緯
0
4
7

―
4
4
5
―
1
9
0
2
）。

　市では、平成24 年度から

5カ年の計画となる「印西

市情報化計画」の策定を進

めています。

　このたび、計画の素案が

でき上がりましたので、市

民のみなさまのご意見を募

集します。

　詳しくは、市ホームペー

ジをご覧ください。

■問 情報管理課情報管理班

（緯内線595）。

印西市情報化計画
（素案）の意見公募

去年の「ほくそう春まつり」の模去年の「ほくそう春まつり」の模様様
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（５）平成２４年（２０１２）３月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
衛

怯
太
極
拳
無
料
講
習
会

　
心
身
の
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
て

い
る
太
極
拳
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
1
日
蚊
、　
日
峨
、　
日

10

22

蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■申 
不
要
。

■他 
体
操
が
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
。

■問 
加
藤
（
緯
碓97 
3
7
1
4
）。

怯
M
E
T
A
L
　
A
R
T
　
M
U
S

E
U
M
「
菱
山
裕
子
展
」

■時 
3
月
　
日
臥
～
4
月
　
日
蚊
・
午

17

15

前
　
時
～
午
後
5
時
（
月
曜
、
祝
祭

10
日
の
翌
日
は
休
館
。
3
月
　
日
華
は

20

開
館
。
翌
日
3
月
　
日
我
休
館
）。

21

■費 
一
般
5
0
0
円
、
中
学
生
3
0
0

円
。

胸
常
設
展
…
香
取
秀
真
、
津
田
信
夫
、

二
人
の
巨
匠
と
周
辺
の
作
家
た
ち
。

■問 
M
E
T
A
L
　
A
R
T
　
M
U
S

E
U
M
（
吉
高
2
4
6
5
・
緯
碓98 
3

1
5
1
）。

怯
親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

■時 
4
月
1
日
蚊
・
午
前
　
時
受
け
付

10

け
開
始
。
午
後
4
時
ご
ろ
終
了
予
定
。

■場 
原
小
学
校
校
庭
（
雨
天
中
止
）。

■対 
年
中
か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2

団
・
大
石
（
緯
碓46 
6
6
3
0
・
■メール sc

o
u
t_@
in
fo
se
e
k
.jp

）。

怯
平
成
　
年
前
期
技
能
検
定

24

■内 
　
職
種
　
作
業
。
園
芸
装
飾
、
造

50

83

園
、
金
属
熱
処
理
、
畳
製
作
ほ
か
。

■申 
4
月
9
日
俄
～
　
日
我
。
試
験
日

18

啻
6
月
4
日
俄
～
9
月
9
日
蚊
の
間

の
指
定
す
る
日
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
　
技

能
検
定
課
（
緯
0
4
3
―
2
9
6
―

1
1
5
0
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.c

h
iv
ad
a.o
r.jp

）。

怯
船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

22

■場 
富
士
屋
ホ
テ
ル
（
緯
0
2
9
9
―

6
2
―
2
0
0
0
）。

胸
必
要
書
類
啻
船
舶
免
許
の
コ
ピ
ー
、

写
真
（
タ
テ
4
・
5
唖
×
ヨ
コ
3
・

5
唖
）
2
枚
、
住
民
票
（
本
籍
地
記

載
）
1
枚
。

■費 
（
更
新
）
1
0
街
0
0
0
円
、

（
失
効
）
1
5
街
0
0
0
円
。

■申 
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
み
。

※
締
め
切
り
啻
4
月
1
日
蚊
。

■問 
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
珂
（
緯
0

2
9
9
―
6
3
―
1
2
3
1
）。

　
市
で
は
、
各
種
健
（
検
）
診
を
申

し
込
み
（
登
録
）
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
健
（
検
）
診
を
受
け
て
い

る
人
や
、
新
た
に
登
録
を
し
た
人
に

は
、
5
月
下
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、
集
団
健
（
検
）
診
を

登
録
し
た
人
に
は
、
別
途
各
集
団
健

（
検
）
診
の
案
内
も
実
施
時
期
に
合

わ
せ
て
郵
送
し
ま
す
。

―
1
3
2
7
印
西
市
大
森
2
3
5
6

―
3
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）、
印
旛
保
健

セ
ン
タ
ー
（
〒
2
7
0
―
1
6
9
3

印
西
市
美
瀬
1
―
2
5
・
緯
碓80 
3
8

0
0
・
胃
碓98 
3
0
2
3
）、
本
埜
保
健

セ
ン
タ
ー
（
〒
2
7
0
―
2
3
9
2

印
西
市
笠
神
2
5
8
7
・
緯
碓97 
1
1

1
1
嘩
）、【
特
定
健
康
診
査
に
つ

い
て
】
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
8

7
）、【
　
歳
以
上
健
康
診
査
に

75

つ
い
て
】国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療

年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
）。

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
登
録
の
み
で
未
受
診
の
場
合

は
、
登
録
か
ら
外
れ
ま
す
の
で
再
度

登
録
が
必
要
で
す
。

■申 
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
電
話
番
号
⑤
健
（
検
）
診

名
⑥
方
法
（
個
別
・
集
団
）
を
明
記

の
上
、
健
（
検
）
診
登
録
・
変
更
期

限
ま
で
に
左
記
窓
口
、
ま
た
は
郵

送
・
電
話
・
F
A
X
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
で
。

※
詳
し
い
日
程
は
、
案
内
通
知
と
一

緒
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒
2
7
0

　
左
表
の
該
当
者
で
健
（
検
）
診
を

希
望
す
る
人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

も
し
く
は
国
保
年
金
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
・
　
年
度
の

22

23

い
ず
れ
か
に
受
診
し
た
健
（
検
）
診

は
登
録
済
み
の
た
め
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
方
法

（
個
別
ま
た
は
集
団
）
を
変
更
す
る

胸平成24年度各種健（検）診予定表胸
※各種健（検）診の対象年齢は、平成25年3月31日現在の満年齢です。

登録・登録変更自己
負担額内容予定

時期方法対象健（検）診

集団検診
6月29日画まで

個別健診
11月30日画まで

胸5月下旬に受診
券を発送するため、
なるべく4月25日
我までにお申し込
みください。

胸集団または個別
の検診方法を変更
する場合は、6月
29日画までにご連
絡ください。
河集団→個別
　個別→集団

200円胸部レントゲン撮影9～10月集団

40歳以上

肺がん検診
結核検診

2,000円問診、食道・胃部レントゲン撮影
（バリウム検査）

6月1日～
12月22日個別

胃がん検診
800円問診、胃部レントゲン撮影（バリウム検査）

9～10月集団
300円問診、便潜血反応検査大腸がん

検診

1,400円
問診、視診、頸部細胞診

6月1日～
12月22日個別

20歳以上の女性子宮頸がん
検診

700円10月集団

1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、超音波検査6月1日～
12月22日個別

30～39歳の女性

乳がん検診
700円問診、超音波検査11月集団

1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、
マンモグラフィまたは超音波検査

6月1日～
12月22日個別

40歳以上の女性
700円40～49歳：問診、超音波検査

50歳以上：問診、マンモグラフィ11月集団

600円問診、ＰＳＡ検査（採血）6月1日～
12月22日

個別

50歳以上の男性前立腺がん
検診

申し込み不要
　（※1）1,000円

問診、レントゲン撮影6月1日～
12月22日

20.25.30.35.40.4
5.50.55.60.65.70

歳の女性
骨粗しょう
症検診

むし歯・歯周病の有無、歯面清掃、ブラッシン
グ指導

6月1日～
12月22日40.50.60.70歳口腔疾患

健診
申し込み不要
　（※２）300円問診、採血

6～8月集団

40歳肝炎ウイルス
検診

6月29日画まで

41歳以上の
未受診者

1,100円問診、身体計測、検尿、血圧測定、腹囲測定、
医師の診察、血液検査

19歳以上
39歳以下

コスモス健診
（39歳以下
　　健康診査）

なし問診、身体計測、検尿、血圧測定、腹囲測定、
医師の診察、血液検査

40歳以上の
生活保護受給者

40歳以上
健康診査

申し込み不要
　（※３）

1,500円問診、身体計測、検尿、血圧測定、腹囲測定、
医師の診察、血液検査

6～10月個別40歳以上の
国保加入者（※4）

特定
健康診査 1,100円6～8月集団

9/28画までに
国保年金課へ

なし問診、身体計測、検尿、血圧測定、医師の診察、
血液検査

6月1日～
10月31日個別後期高齢者

医療制度加入者75歳以上
健康診査 7/31峨までに

国保年金課へ6～8月集団

※「75歳以上健康診査」は、昭和8年4月1日～昭和12年10月31日生まれの人は申し込み不要です。ただし、年度途中の加入
者は申し込みが必要です。
怯「方法」のうち「集団」は、市内公共施設で実施。「個別」は、市内医療機関で実施。
怯生活保護世帯の人は、自己負担金が免除されますので、ご相談ください。
　※1…年度途中の転入者は、申し込みが必要（１１／３０画まで）。
　※2…年度途中の転入者は、申し込みが必要。
　※3…年度途中の加入者は、申し込みが必要（集団健診は７／３１峨、個別健診は９／２８画までに国保年金課へ）。
　※４…印西市国民健康保険加入者。印西市の国保以外の人は、ご加入の健保組合などにご相談ください。

 健健（
検
（
検
））診
の
申
し
込
み

診
の
申
し
込
み
がが

は
じ
ま
り
ま
し

は
じ
ま
り
ま
し
たた
 

課
税
台
帳
」
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

■時 
4
月
2
日
俄
～
平
成
　
年
3
月
　

25

29

日
画
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時

30

　
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）。

15■場 
資
産
税
課
、
印
旛
支
所
、
本
埜
支

所
。

■対 
納
税
義
務
者
、
委
任
を
受
け
た
代

理
人
（
委
任
状
が
必
要
）、
借
地
・

国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
な
ど

の
期
限

　
宮
城
県
石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女

川
町
の
納
税
者
の
、
平
成
　
年
3
月

23

　
日
か
ら
平
成
　
年
4
月
1
日
ま
で

11

24

に
期
限
が
到
来
す
る
、
す
べ
て
の
国

税
の
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
は
、

4
月
2
日
俄
で
す
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
災
害
な
ど
に
よ
り
、
期
限
ま

で
に
手
続
き
が
困
難
な
人
は
、
個
別

に
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
の

で
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
震
災
特
例
法
の
内
容

や
震
災
に
伴
う
税
務
上
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o
.j

p
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

　
年
度
固
定
資
産
の

24

価
格
な
ど
の
縦
覧
と
閲
覧

【
縦
覧
】

　「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
縦
覧
し
、

納
税
者
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
が
、

他
と
比
較
し
て
適
正
か
ど
う
か
判
断

す
る
も
の
で
す
。

■時 
4
月
2
日
俄
～
5
月
1
日
峨
・
午

前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分

30

15

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）。

■場 
資
産
税
課
、
印
旛
支
所
、
本
埜
支

所
（
各
支
所
は
各
管
内
分
の
み
）。

■対 
　
年
度
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

24
税
の
納
税
者
、
ま
た
は
委
任
を
受
け

た
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）。

■費 
無
料
。

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

納
税
通
知
書
な
ど
）
を
持
参
。

【
閲
覧
】

　
自
己
所
有
の
固
定
資
産
の
課
税
内

容
を
確
認
す
る
た
め
、「
固
定
資
産

税
金

にご協力を
献血

　みなさんのあたたかい
善意を心からお待ちして
ます。
■時 3月30日画・①午前
9時30分～正午、②午
後2時～4時。
■場 臼ふれあいセンターい
んば（美瀬）渦本埜保健
センター（笠神）。
※安全な血液供給実施の
ため献血条件などがあり
ます。詳しくは下記へ。
■問 市健康増進課総務班
（中央保健センター内・緯
碓42 5595）、千葉県赤十
字血液センター渉外課
（緯 047－ 457－
9927）。

借
家
人
。

■費 
2
0
0
円
〔
縦
覧
期
間
の
4
月
2

日
俄
～
5
月
1
日
峨
は
、
無
料
（
借

地
・
借
家
人
は
除
く
）〕。

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
権
利
関

係
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
持
参
。

■問 
資
産
税
課
土
地
班
・
家
屋
班
（
緯

内
線
3
3
3
・
3
3
7
）。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

パート衛

平成２４年（２０１２）３月１５日号（４）

障
が
い
者
に
関
す
る
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

　
身
体
障
が
い
は
、
視
覚
、
聴
覚
、

手
や
足
な
ど
の
肢
体
不
自
由
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
肝
臓
な
ど
体

の
内
部
の
障
が
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
　
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
障
が
い

も
あ
り
、
職
場
や
学
校
な
ど
で
弊
害

や
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を
視
覚
的
に

示
す
た
め
、
障
が
い
者
に
関
す
る

マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
障
が
い
者
に
関
す
る
マ
ー
ク
を
覚

え
て
、
障
が
い
を
理
解
す
る
第
一
歩

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
5
8
）。

お
済
み
で
す
か

　
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
の

10

支
給
に
か
か
る
申
請

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

23

当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
よ
り
、　
月
か
ら
制
度
が
改
正
さ

10

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
子
ど
も
手
当

を
受
給
さ
れ
る
人
も
、
再
度
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
印
西
市
に
お
い
て
平
成
　
年
23

　
月
期
支
給
の
あ
っ
た
人
で
、
2
月

10　
日
時
点
で
申
請
の
な
い
人
は
、
2

15月
　
日
付
け
配
達
記
録
郵
便
で
案
内

15
し
て
い
ま
す
。

　
印
西
市
で
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も

手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
人
は
、
平

成
　
年
3
月
　
日
ま
で
の
申
請
期
間

24

30

内
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　
た
だ
し
、
平
成
　
年
　
月
以
降
出

23

10

生
・
転
入
さ
れ
た
人
は
、　
日
以
内

15

に
申
請
が
な
い
と
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
4
月
1
日
以
降
に
申
請
さ

れ
ま
し
た
場
合
も
、
さ
か
の
ぼ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
　
月
以
降
印
西
市
に
転

23

10

入
し
た
人
は
、
転
入
ま
で
の
手
当
に

つ
い
て
、
3
月
　
日
ま
で
に
前
住
所

30

地
で
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
平
日
来
庁
に
よ
る
手
続
き
が
困
難

な
人
は
、
夜
間
・
休
日
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
夜
間
窓
口
】
市
役
所
の
み
。

3
月
　
日
画
・
午
後
8
時
ま
で
。

30

【
休
日
窓
口
】
市
役
所
の
み
。

3
月
　
日
臥
・
午
前
8
時
　
分
～
午

24

30

後
5
時
　
分
。

15

　
2
月
に
申
請
し
た
人
は
、
1
月
分

ま
で
の
支
給
額
を
3
月
下
旬
の
随
時

払
い
で
振
り
込
み
ま
す
。
3
月
に
申

請
し
た
人
は
4
月
下
旬
の
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
5
・
2

4
8
）。

福
祉

　市では、市マスコットキャラクター「いんザイ
君」の取り扱いに関する要綱を作成しました。市
ホームページをご覧のうえ、ご活用ください。
　現在使用できる「いんザイ君」のデザインは89
ポーズです。
【いんザイ君の使用方法】　
　個人で楽しむ範囲で使用する場合は、申請は不
要です。
胸商用利用など個人で楽しむ範囲を超えて使用す
る場合は、市に使用申請書を提出してください。
胸特定の個人、政治、思想もしくは宗教の活動や、
法令および公序良俗に反する活動での使用はでき
ません。
■費 無料。
※詳しくは取扱要綱をご覧ください。
■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp/www/contents/
1328759999620/index.html （ポーズ集URL）。
■問 経済政策課地域資源振興班（緯内線352）。胸ふれあいバス・バス停名の変更場所胸

経由する
ルートバス停名（新）バス停名（旧）停留所

番号

南・中西の原東街区公園牧の原出張所前３９

西・南中央駅前地域交流館前中央駅前センター８１

西・南印西西消防署前中央駅前出張所８２

オストメイトマーク

　人工肛門（こうもん）・人工膀胱を造設している人。オストメイトのた
めの設備があることを表しています。オストメイト対応のトイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。
日本オストミー協会（■ＨＰ http://www.joa-net.org）。

障害者のための国際シンボルマーク

　障害者が利用できる建物、施設であることを明確に表すための世界共
通のシンボルマークです。
※このマークは「すべての障害者を対象」としたものです。
日本障害者リハビリテーション協会（■ＨＰ http://www.jsrpd.jp/）。

身体内部に障害がある人

　このマークを着用している方を見かけた場合、内部障害への配慮につ
いてご理解、ご協力をお願いいたします。
ＮＰＯハートプラスの会（■ＨＰ http://www.normanet.ne.jp/~h-plus）。

盲人のための国際シンボルマーク

　世界盲人会連合で１９８４年に制定された盲人のための世界共通のマー
クです。このマークを見かけた場合には、視覚障害者の利用への配慮に
ついて、ご理解、ご協力をお願いいたします。
日本盲人福祉会（■ＨＰ http://homepage2.nifty.com/welblind/）。

耳マーク

　耳が聞こえないことを表す、国内で使用されているマークです。この
マークを提示された場合には、相手が「聞こえない」事を理解し、コミュ
ニケーションの方法への配慮について、ご協力をお願いいたします。
全日本難聴者・中途失調者団体連合会(■ＨＰ http://www.zennancho.or.jp/)。

ほじょ犬マーク

　身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。身体障害者補助犬
とは、盲導犬、介助犬、聴導犬の事を言います。
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室
（■ＨＰ http://www.whlw.go.jp/topics/bukyoku/syakai/hojyoken/）。

 ふ
れ
あ
い
バ
ス
停
留
所
の
名
称
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
 

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
一
部
公
共

施
設
の
移
転
な
ど
に
伴
い
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
停
留
所
の
名
称
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
バ
ス
停
の
位
置
の
変
更
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

胸
変
更
個
所
…
3
カ
所
（
下
表
の
と

お
り
）。

胸
変
更
時
期
…
4
月
1
日
蚊
か
ら
。

■申 
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯
内

線
4
7
5
・
4
7
6
）。

いんザイ君をご活用くだサイ

胸障がい者に関するマーク胸

ラグビー

花束

正面 読書

まつり

ゴミ拾い歌 食事



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２４年（２０１２）３月１５日号

木
し
い
た
け
の
み
で
、
菌
床
栽
培
、

施
設
栽
培
の
し
い
た
け
は
対
象
外
で

　
千
葉
県
が
2
月
　
日
に
放
射
性
物

22

質
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
印
西
市

産
原
木
し
い
た
け
（
露
地

栽
培
）
か
ら
国
が
定
め
た

暫
定
規
制
値
を
超
え
る

放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
千
葉
県
か

ら
、
当
市
産
原
木
し
い
た

け
（
露
地
栽
培
）
の
出
荷

自
粛
に
つ
い
て
要
請
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
市
で

は
、
市
内
し
い
た
け
生
産

者
に
当
該
し
い
た
け
の

出
荷
を
自
粛
す
る
よ
う

通
知
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
出
荷
自

粛
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
の
は
露
地
栽
培
の
原

す
。
　
ま
た
、
当
該
し
い
た
け
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
春
期
の
出
荷
前
の
検

24

査
で
あ
り
、
市
場
に
は
出
回
っ
て
い

ま
せ
ん
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

　
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
武
藤
（
■携 
0
9
0
―
3
5
9
4
―

0
1
2
7
）。

怯
花
見
の
会

■時 
4
月
7
日
臥
、
8
日
蚊
。

■場 
県
立
印
旛
沼
公
園
　
駐
車
場
、
芝

生
広
場
（
師
戸
）。

■内 
屋
台
、
地
元
農
産
物
販
売
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
（
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
）。

■費 
入
場
料
、
臨
時
駐
車
場
無
料
。

■他 
公
園
内
は
車
両
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

■問 
珂
塚
原
緑
地
研
究
所
・
木
村
（
緯

0
4
3
―
2
7
9
―
8
0
0
5
）。

怯
H
C
C
（
ヘ
ル
シ
ー
・
コ
ス
モ

ス
・
サ
ー
ク
ル
）

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
気
持
ち
い
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
毎
週
金
曜
日
・
午
前
9
時
～
　
時
。

11

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
予
定
）。

■費 
入
会
金
1
街
0
0
0
円
・
月
額

2
街
5
0
0
円
（
体
験
有
り
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
會
澤
（
緯
碓36 
5
8
7
6
）。

怯
手
賀
野
俳
句
会
会
員
募
集

■時 
毎
月
第
3
日
曜
日
・
午
後
1
時
～

4
時
　
分
。

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■問 
山
口
（
緯
碓42 
5
6
5
1
）。

怯
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央
メ
ン

バ
ー
募
集

　
ダ
ン
ス
が
初
め
て
の
人
、
ご
夫
婦

大
歓
迎
。
ジ
ル
バ
、
ブ
ル
ー
ス
か
ら

始
め
ま
す
。

■時 
4
月
7
日
臥
か
ら
開
始
。
午
後
1

時
～
4
時
。

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

■費 
入
会
金
1
街
0
0
0
円
。
月
額

3
街
0
0
0
円
。

■問 
大
出
（
緯
碓46 
0
2
9
8
）。

怯
大
正
琴
教
室

　
初
心
者
歓
迎
。
個
人
指
導
も
有
り

ま
す
。
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
3
時
。

17

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■問 
緯
碓45 
5
6
5
9
・
■携 
0
9
0
―
2

5
3
4
―
1
5
7
0
。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
少
年
野
球
「
牧
の
原
キ
ン
グ

ス
」
体
験
会

■時 
・
■場 
①
3
月
　
日
臥
・
午
前
　
時

24

10

～
（
西
の
原
小
校
庭
）
②
　
日
臥
・

24

午
後
1
時
　
分
～
（
滝
野
小
校
庭
）

30

③
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
原
小
校

25

10

庭
）
④
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

15

10

（
西
の
原
小
校
庭
）
⑤
　
日
蚊
・
午

15

後
1
時
　
分
～
（
滝
野
小
校
庭
）
⑥

30

　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
原
小
校
庭
）。

22

10

※
各
日
程
と
も
に
2
時
間
。

■対 
新
小
学
1
年
生
～
新
6
年
生
の
男

の
子
・
女
の
子
。

■費 
無
料
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）。

■申 
当
日
各
会
場
で
。

■問 
北
村
（
■携 
0
9
0
―
8
3
0
3
―

8
4
2
0
・
■メール k

in
g
s.m
ak
in
o
h

arak
in
g
s@
g
m
ail.co

m

・
■ＨＰ 

h
ttp
s://site

s.g
o
o
g
le
.c
o

m
/site

/k
in
g
sm
ak
in
o
h
ara

k
in
g
s/

）。

怯
チ
ャ
リ
テ
ィ
市
民
ゴ
ル
フ
大

会■時 
5
月
　
日
峨
。

29

■場 
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
印
旛

コ
ー
ス
。

■費 
3
街
5
0
0
円
（
プ
レ
イ
代
な
ど

を
除
く
）。

■定 
1
6
0
人
。

環
境

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
英

胸積算線量計測結果胸
測定日・H23年10月1日～H24年2月29日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.242 295 0.096117  内野保育園0.127 200 0.05993  木下小学校
0.211 295 0.085119  木刈保育園0.140 200 0.06593  小林小学校
0.290 295 0.115117  高花保育園0.260 200 0.11790  大森小学校
0.220 295 0.088118  西の原保育園0.163 200 0.07693  船穂小学校
0.233 295 0.082104  もとの保育園0.523 200 0.24393 ★永治小学校
0.186 297 0.02032  山ゆり保育園0.143 200 0.06895 ★木刈小学校
0.178 294 0.072119  どんぐり保育園0.097 200 0.04593  内野小学校
0.295 295 0.08686 ★銀の鈴保育園0.118 200 0.05593  原山小学校
0.179 294 0.062102 ★原山保育園0.114 200 0.05393  小林北小学校
0.526 295 0.180101  しおん保育園0.179 200 0.08494  小倉台小学校
0.081 183 0.02352  西の原幼稚園0.274 200 0.11987  高花小学校
0.319 188 0.12473  天神幼稚園0.127 200 0.05993  西の原小学校
0.074 189 0.03589  小林天神幼稚園0.166 200 0.02935  原小学校
0.082 192 0.03889  きかり幼稚園0.159 200 0.07493 ★六合小学校
0.080 168 0.03676  しおん幼稚園0.148 200 0.06993  宗像小学校
0.102 207 0.04183  原山幼稚園0.120 200 0.05693  平賀小学校
0.178 295 0.071118  木刈学童クラブ0.215 200 0.10093 ★いには野小学校
0.183 295 0.072116 ★原山学童クラブ0.157 200 0.07393 ★本埜第一小学校
0.135 295 0.053116  木下学童クラブ0.166 200 0.07793 ★本埜第二小学校
0.189 295 0.073114  小倉台学童クラブ0.120 200 0.05693  滝野小学校
0.159 295 0.064119  西の原学童クラブ0.097 200 0.04593  印西中学校
0.129 295 0.052119  高花学童クラブ0.243 200 0.11393 ★船穂中学校
0.120 295 0.047116  内野学童クラブ0.136 200 0.06494 ★木刈中学校
0.151 295 0.060117  大森学童クラブ0.213 200 0.09993 ★小林中学校
0.161 295 0.064117  原・第２学童クラブ0.198 200 0.09899 ★原山中学校
0.081 295 0.033120  小林学童クラブ0.179 200 0.04247 西の原中学校
0.196 295 0.06598 ★いには野学童クラブ0.118 200 0.05593  印旛中学校
0.126 295 0.050117 平賀学童クラブ0.155 200 0.07293  本埜中学校
0.151 295 0.060117  滝野学童クラブ0.151 200 0.07397  滝野中学校
0.393 295 0.12896  内野第２学童クラブ0.100 197 0.04691  大森幼稚園
0.469 295 0.178112  永治学童クラブ0.095 197 0.04185  瀬戸幼稚園
0.173 295 0.05797  小林第２学童クラブ0.092 197 0.04290  もとの幼稚園
0.125 296 0.03992  クリオネクラブ0.188 295 0.076119  木下保育園

0.181 295 0.073119  大森保育園
※太字の施設の詳細は各支所・出張所、市ホームページでご確認ください。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。
測定値の詳細については、各幼稚園、保育園、小・中学校もしくは環境保全課放射線対
策室（緯内線366～368・■メール kankyouka@ml.city.inzai.chiba.jp ）にお問い合わせください。

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボンなどに積算線
量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2時30分、小・
中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後7時です。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける積算放射線量の測定結果

　
福
島
県
内
や
成
田
市
で
、
ま

き
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
た
際
に

発
生
す
る
灰
な
ど
か
ら
放
射
性

胸分析結果（県農林総合研究センター）胸
放射性セシウム
134と137の

合計

放射性
ヨウ素
131

品　目採取日

９９３.３４ベクレル／茜検出せず※原木しいたけ
（露地栽培）２月20日

※「検出せず」とは、定量下限値または検出下限値未満であることを示
す。なお、定量下限値または検出下限値は、以下のとおり。
　　　　　　　放射性ヨウ素131…3.338ベクレル／茜
　　　　　　　放射性セシウム134…2.875ベクレル／茜
　　　　　　　放射性セシウム137…2.350ベクレル／茜
暫定規定値
　　　　　　　放射性ヨウ素…2,000ベクレル／茜
　　　　　　　放射性セシウム…500ベクレル／茜
※ベクレル：放射能の強さを表す単位で、単位時間（１秒間）内に原子核が
崩壊する数を表す。

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

一
斉
清
掃

　
印
旛
沼
流
域
の
市
町
と
利
水
団

体
・
環
境
団
体
お
よ
び
県
で
構
成
す

る
印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
は
、
毎

年
度
、
印
旛
沼
流
域
で
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
、

川
や
沼
に
流
れ
込
む
水
の
浄
化
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
3
月
　
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～

23

10

30

　
時
　
分
ご
ろ
（
受
け
付
け
は
　
時

11

30

10

か
ら
）。

■場 
佐
倉
市
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
周
辺
。

※
集
合
場
所
は
、　
佐
倉
ふ
る
さ
と

広
場
風
車
前
。

■他 
駐
車
場
は
ふ
る
さ
と
広
場
横
の
桜

並
木
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
、
氏
名
・
電
話
番

号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
事
務
局

（
千
葉
県
環
境
生
活
部
水
質
保
全
課

内
・
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
8
1

8
・
胃
0
4
3
―
2
2
2
―
5
9
9

1
・
■メール su

ih
o
5
@
m
z.p
re
f.ch

ib
a.lg
.jp

）。

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
例
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
き
を
燃
料
と
し
た
ス
ト
ー

ブ
、
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い

る
人
は
、
発
生
し
た
灰
を
、
庭

や
畑
に
ま
い
た
り
せ
ず
に
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
人
が
近
寄

ら
な
い
場
所
に
保
管
し
た
上
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン

推
進
班
（
緯
内
線
3
8
2
・
■メール 

cle
an
k
a@
m
l.city

.in
z

ai.ch
ib
a.jp

）。

 ま
き
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
し
た
際
に
発
生
す
る

灰
の
取
り
扱
い
 

胸
お
わ
び
と
訂
正
胸
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
3
月
1
日
号
2
ペ
ー
ジ
の
「
み
な
さ

ん
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
」
に
掲
載
さ
れ
た
物
品
の
寄
付
者
「
安
東
ふ
み
子
」

様
で
す
が
、
正
し
く
は
「
安
東
ふ
み
代
」
様
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

1
・
3
7
2
）。

  「
原
木
し
い
た
け
（
露
地
）」
の

放
射
性
物
質
検
査
結
果
 

ふるさと広ふるさと広場場

印旛印旛沼沼

京成
臼井

京成
臼井
駅駅

佐倉方面
佐倉方面→→



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

れ
を
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
千
葉
氏
の
旗
下
に

あ
っ
た
大
菅
豊
後
守
正
氏
が
築

い
た
の
が
浦
部
の
 龍
崖
城
 。

り
ゅ
う
が
い
じ
ょ
う

城
址
の
西
北
に
は
妙
見
神
社
が

祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
正
氏
の

家
臣
の
後
裔
に
当
た
る
の
が
中

村
家
一
族
で
あ
り
、
鳥
オ
ビ

シ
ャ
を
後
継
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
日
、
前
夜
に
作
っ
た
鳥
に

22
墨
で
目
を
描
き
、
金
粉
を
塗
っ

て
米
俵
を
模
し
た
台
座
に
刺
し

た
竹
や
梅
の
枝
に
飾
り
付
け
る
。

こ
の
鳥
山
を
各
家
の
主
は
供
ヤ

ド
僑
と
呼
ば
れ
る
祭
り
の
当
番

の
枝
や
竹
に
飾
っ
た
「
鳥
山
」
と

い
わ
れ
る
も
の
を
作
る
。
こ
の
鳥

山
作
り
が
　
日
の
夜
か
ら
始
ま
る
。

21

　
一
族
の
各
家
庭
で
は
家
族
と
親

類
縁
者
総
出
で
取
り
掛
か
る
が
、

中
村
一
族
の
本
家
筋
に
当
た
る
中

村
孝
氏
に
よ
る
と
「
一
族
の
者
が

顔
を
合
わ
せ
、
力
を
合
わ
せ
て
行

う
こ
の
作
業
は
、
絆
が
一
段
と
深

ま
る
時
」
と
い
う
。

　
妙
見
神
社
・
鳥
オ
ビ
シ
ャ
の
歴

史
は
古
い
。
妙
見
信
仰
は
北
極
星

を
神
格
化
し
た
も
の
と
さ
れ
、
中

世
期
に
は
房
総
一
帯
を
治
め
た
千

葉
氏
ら
武
士
の
間
で
弓
矢
の
神
と

し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
千
葉
氏
は
こ

 浦
部
に
伝
わ
る
伝
統
行
事

　
妙
見
神
社
の
「
鳥
オ
ビ
シ
ャ
」

広報レポーター： 岡田   芳文 （平賀）
おかだ よしふみ

▲しん粉餅で作ら
れた美しい「鳥」

　
房
総
の
正
月
の
祭
り
・
行
事
と

い
え
ば
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
「
 筒
粥
 

つ
つ
が
ゆ

神
事
」
が
代
表
的
な
も
の
だ
が
、

わ
が
印
西
市
に
も
「
鳥
オ
ビ

シ
ャ
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事

が
あ
る
。
浦
部
地
区
の
中
村
一
族

九
軒
の
氏
子
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る

妙
見
神
社
の
祭
礼
だ
。
今
年
も
小

正
月
に
な
る
2
月
　
日
夜
か
ら
　

21

22

日
の
午
後
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。

　「
オ
ビ
シ
ャ
（
御
奉
射
と
書

く
）」
は
弓
矢
で
的
を
射
て
、
そ
の

年
の
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
行
事

で
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
特
に
鎌
倉
の
 流
鏑
馬
 が
有
名
だ

や
ぶ
さ
め

が
、
浦
部
で
は
弓
を
射
る
代
わ
り

に
、
し
ん
粉
餅
で
作
っ
た
鳥
を
梅

の
家
に
持
ち
寄
り
、
床
の
間
に
飾

り
つ
け
る
。
太
鼓
の
音
頭
で
観
音

経
の
読
誦
、
神
官
に
よ
る
神
事
の

後
、
祭
り
は
佳
境
に
。
茶
め
し
、

白
和
え
な
ど
精
進
料
理
で
直
会

（
食
事
会
）
を
は
り
、
同
時
に
「
奉

納
妙
見
大
菩
薩
」
と
大
書
さ
れ
た

 幟
 が
立
つ
妙
見
神
社
に
参
詣
。

の
ぼ
り

　
参
拝
者
に
は
、
お
神
酒
と
精
進

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
悪
魔
払
い

と
農
耕
の
安
穏
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
た
鳥
山
の
鳥
が
配
ら
れ
、
祭
り

は
終
焉
を
迎
え
る
。

　
な
お
、
妙
見
神
社
の
御
手
洗
所

と
さ
れ
る
「
月
影
の
井
」（
鎌
倉

「
星
影
の
井
」、
福
島
二
本
松
「
日

影
の
井
」
と
共
に
「
日
本
三
井
」

と
伝
え
ら
れ
る
）
も
中
村
一
族
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
部
の
地
に
残
る
こ
の
「
鳥
オ

ビ
シ
ャ
」
に
、
古
き
良
き
日
本
の

素
朴
さ
を
感
じ
た
二
日
間
だ
っ
た
。

22日の朝、鳥山を飾る
中村孝氏（右）と同日行
われた神事の様子（上）

21日の深夜まで親戚総出での鳥作21日の深夜まで親戚総出での鳥作りり

平成２４年（２０１２）３月１５日号（６）

根
菜
は
土
に
埋
め
て
菜
は
干
し
て
雪
の
ふ
る
さ
と
冬
籠
り
す
る

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

皆
と
来
て
帝
釈
天
の
仏
像
を
 束
子
 に
て
洗
ふ
雨
に
ぬ
れ
つ
つ

た
は
し

内
　
野
　
　
　
岡
田
　
恒
子

小
学
校
三
年
生
の
授
業
に
て
子
等
が
我
が
家
の
畑
見
学
す

別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

ゆ
れ
動
く
大
地
に
春
の
気
配
あ
り
草
木
の
新
芽
に
伸
び
ゆ
く
日
脚
に

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

氷
雨
あ
が
り
色
な
き
 木
末
 日
を
う
け
て
湛
ふ
る
露
の
玉
の
か
が
や
く

こ
ぬ
れ

　
原
　
　
　
　
　
野
村
　
と
く

花
摘
み
て
房
総
の
春
抱
え
込
み

高
　
花
　
　
　
尾
張
フ
ミ
子

街
道
に
 旧
 る
道
し
る
べ
春
の
雪

ふ

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

大
梁
や
屋
根
の
 深
雪
 に
耐
え
て
お
り

み
ゆ
き

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

華
や
ぐ
は
小
さ
き
雛
の
力
か
な

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

日
向
ぼ
こ
手
押
し
車
に
腰
か
け
て

高
　
花
　
　
　
藤
本
　
信
子

掲載情報は2月29日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼千葉商科大学付属高校制服渦男子ランドセル嘘エレクトーン唄衣類乾燥機欝
買い物カート（ヘルスバック）蔚コンビのニンナナンナ鰻マタニティー服姥水盤
厩冷凍冷蔵庫浦オートマティクゲート瓜液晶テレビの台。

臼きかり幼稚園制服、体操着渦天神幼稚園制服嘘犬用乳母車唄もとの幼稚園制服（男
子）欝しおん幼稚園制服蔚ＭＤウォークマン鰻ベビーカー姥リカちゃん人形厩補聴
器。

　
印
西
市
観
光
情
報
館
は
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店

の
1
階
に
あ
り
、
年
中
無
休
で
午

前
　
時
～
午
後
6
時
ま
で
の
開
館

10

で
す
。「
N
P
O
法
人
印
西
市

観
光
協
会
」
が
運
営
し
て
お
り
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
や

地
元
産
品
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
取
材
当
日
、
担
当
の
船
戸
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
開
設
は
2
年
前
で
、
B
I
G

H
O
P
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
平
均
2
街
0
0

0
人
／
年
間
の
集
客
が
あ
り
ま

す
。
　
入
り
口
左
手
に
は
水
郷
め
ぐ

り
の
チ
ラ
シ
や
観
光
マ
ッ
プ
な

ど
の
ご
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

置
か
れ
て
お
り
、
中
央
に
は
、

生
活
情
報
に
ま
つ
わ
る
広
報
や

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
時
刻
表
な
ど

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
右
手
に
は
地
元
産
品
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
中
で
も
人
気
が

あ
る
の
は
「
せ
ん
べ
い
」
で
す
。

「
せ
ん
べ
い
」
と
い
え
ば
、
今
年

の
１
月
に
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ

た
「
印
西
手
焼
き
せ
ん
べ
い
」

が
有
名
で
す
が
、
世
界
一
の
称

号
に
あ
や
か
り
た
い
の
か
、

飾
っ
て
あ
る
ギ
ネ
ス
記
録
の
認

定
証
を
拝
ん
で
い
く
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
正
面
奥
に
は
「
印
西
八
景
」

と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
の
ブ
ー
ス
に
は
、
散
歩

コ
ー
ス
の
地
図
が
置
い
て
あ
り

ま
し
た
。
船
戸
さ
ん
に
よ
る
と

「
年
間
で
オ
ス
ス
メ
は
、『
本
埜

白
鳥
コ
ー
ス
』『
結
縁
寺
の
彼

岸
花
9
日
コ
ー
ス
』
で
す
」
と

の
こ
と
。
特
に
冬
に
な
る
と
白

鳥
（
今
年
は
ソ
デ
グ
ロ
ヅ
ル
に

つ
い
て
も
）
の
問
い
合
わ
せ
が

多
く
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ま
か

ら
「
今
日
は
白
鳥
が
何
羽
来
て

い
た
よ
」、「
ソ
デ
グ
ロ
ヅ
ル
が

あ
そ
こ
で
見
ら
れ
た
よ
」
な
ど

と
、
情
報
を
頂
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
上
映
し
て
い
た
り
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
が
一
目
で
分
か
る
大
き
な

表
が
張
っ
て
あ
っ
た
り
と
、
印
西

市
の
観
光
名
所
や
見
ど
こ
ろ
を
分

か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
わ
た
し
も
印
西
市
で
河
津
桜
が

見
ら
れ
る
と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た

し
、「
木
下
駅
 南
 
な
ん

 骨
董
 市
」
や
「
正

こ
っ
と
う

月
マ
ラ
ソ
ン
」
を
見
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

「
桜
ま
つ
り
」
や
「
コ
ス
モ
ス
里
山

ま
つ
り
」
な
ど
季
節
ご
と
の
催
し

物
も
面
白
い
で
す
し
、
年
末
の

「
う
ま
か
っ
ぺ
市
」
は
「
印
西
市
観

光
協
会
」
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
お
買
い
物
や
お
散

歩
つ
い
で
に
、
一
度
立
ち
寄
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
緯
／
胃

碓45 
5
3
0
0
）。

広報レポーター：
 中川   裕美子 （小倉台）
なかがわ ゆみこ 印西市観光情報館

市の名産品が一目瞭然
のケース（上）と噂の
ギネス記録認定書

▲豊富な観光情報が盛りだくさん
の「印西市観光情報館」


